
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業の要約】 

上記の対象者に広域連合から「服薬情報のお知らせ」通知が届く 

対象者は、それを持って、病院、薬局にくる。  

Ｄｒまたは薬局薬剤師がそれに対応する    ★今回の事業は、対応したことに報告(ＦＡＸ)が必要 

◆通知持参者の記録をし、訪問がなくても対応内容を記載した様式１を 

地区相談窓口薬局担当者にも報告 [通知持参者の実数把握のため必須] 

 詳細については、「対応票」にて報告(後日でも可) 

 

【通知持参者に対する薬剤師の対応】 

●薬剤師は、その「お知らせ」を処方医に見せたか確認 見せてない場合は、それを処方医にＦＡＸする 

●この時、処方医には見せたくないという方もいるので、その際はそれなりの対応を図る 

●処方内容を精査し、重複薬、残薬の有無もあわせて確認 助言・指導を行う 臨床検査値データも参照する 

★助言、指導内容も報告・・対応票 また持参した通知にも余白などに実施した内容を記入★ 

●処方医より、調節・指導に関する依頼書が届く場合もあるので注意 

●他でも内服がある方に関しては、そこの薬局薬剤師と連携し、情報交換を図る 

 

●ご本人に減薬の希望の有無を確認・対処 必要に応じて多職種と連携→対処内容記録・・服薬情報提供書 

●ご本人が減薬を希望された場合には、減薬の提案及び処方医との協議(服薬情報提供書等)を実施する。 

 減薬された処方も含め、結果を「対応票」に記載し、自市の地区相談窓口薬局にＦＡＸ 

 

●訪問が必要と判断した場合、訪問についての本人同意を得た上で、広域連合(様式１にて)と処方医に連絡 

●訪問が必要と判断した場合でも、自身が訪問できない時は、地区相談窓口薬局担当者に連絡をする 

★原則、相談を受けた薬局・薬剤師がご本人と日程調節をし、訪問する。 

都合が付かない場合は地区相談窓口薬局担当者に連絡・・・上記の各市の薬局(海浜、川辺調剤、つばき) 

●訪問に際しては、必要に応じて担当ケアマネジャーや訪問看護師等と連携をし、同行も考慮する 

●訪問薬剤師は対象者に連絡をした上で訪問し、服薬上の困りごとや残薬の状況について記録・・様式３ 

また概ね２か月後、指導後の変化等を確認[面談又は訪問]  ★様式３は処方医及び窓口薬局に送付 

 

 

 

 

 

後期高齢者に係る適正服薬支援 始まります！ 
 

対象者は、２病院以上受診している方 

お薬手帳の一本化も啓蒙すること！ 

服薬情報提供書(様式２)、様式３の用紙は鹿児島県広域連合ＨＰの「後期高齢者医療制度について」→ 

「申請書類ＤＬ」→「保健事業」→「適正服薬支援事業」からＤＬしてください。 

「対応票」は南薩薬剤師会ＨＰの「地域医療委員会からのおしらせ」から後期高齢者対応票でＤＬください 

■本事業に関する問い合わせ 川辺調剤薬局 赤池 剛 TEL:0993-56-4611  FAX:0993-56-4624 

 

 

地区相談窓口薬局 

南さつま市・・海浜薬局  

南九州市・・川辺調剤薬局 

枕崎市・・・つばき薬局  

ＦＡＸにて都度報告 

様式１も添付
されている 

様式１の用紙に記入し、

記載の番号にＦＡＸ 

自市の地区相談窓口 

薬局にもＦＡＸ 

 ★２か所にＦＡＸ 

別途「対応票」も同様に

にＦＡＸしてください 

 



 広域連合から対象患者に送付される「服薬情報のおしらせ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆お願い◆  

この通知を持って次の医療機関に行くことがあるので、各薬局にて対処したことを、 

 余白部分に日付も記載して箇条書きしてください。 

 ｅｘ) 〇月□日 ■△医院からのレバミピド錠１００が削除になった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

対応した内容を様式１の用紙に記入し、記載の番号にＦＡＸ 自市の地区相談窓口薬局にもＦＡＸ 

            ★２か所にＦＡＸ 

 


